
市立病院東棟の仕様
建物概要 躯体の状況（H25.3 春日部市本庁舎耐震化調査業務委託より）

建築確認：昭和 60 年 4 月 10 日 第 41 号

検査済証：昭和 62 年 4 月  9 日 第 8 号
構造：鉄筋コンクリート（地上3～5 階）

鉄骨鉄筋コンクリート（地下 1～地上 2 階）

階数：5 階（地下 1 階）

延床面積：6,843.44 ㎡

構造計算：保有水平耐力を 1.25 倍で検討している

（ＩＳ値 0.75 相当＞0.6）
コンクリート強度：27.1～40.0N/mm2 ＞ 設計時 20.6N/mm2

中性化：平均 2.93mm 最大 15.5mm 
※コンクリートは、経年によりアルカリ性から中性に変化する。

これにより鉄筋の耐腐食性が損なわれるが、検査結果は、か

ぶり厚さよりも十分に小さいため、鉄筋の状態も良好と考え

られる。
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配置図

断面図

階高：地下１階   4,250mm 

   １階～３階  4,550mm   ⇒ 窓口  天井高 3,050mm 程度 

   ４～５階   3,600mm   ⇒ 執務室 天井高 2,500mm 程度 

   Ｒ階     4,000mm

東 棟

参考（現庁舎天井高）

1 階ホール 2,600～2,900mm 
廊下    2,400mm 
執務室   2,700mm 


